
P-1 田中 豊 大阪学院大学

ＮＢＴ利用農作物の受容を規定する心理モデル

P-2 吉田 浩子 東北大学

原発災害が宮城県の母子に与えた心理的影響

P-3 金澤 伸浩 秋田県立大学

DNA解析技術を用いた住宅のリスク評価手法の開発

P-4 松井 大 京都大学

子供用玩具中重金属のリスク判別手法の検討

P-5 内藤 博敬 静岡県立大学

ウランバートル市におけるモータリゼーションが及ぼす遊牧家畜への健康リスク

P-6 中谷内 一也 同志社大学

リスク評価の不確実性開示が信頼に及ぼす影響

P-7 山口 文恵 広島大学大学院

信頼と手続き的公正感が原子力発電所再稼働受容に及ぼす影響の変化
—精緻化見込みモデルの観点から—

P-8 吉田 悦子 東京大学大学院新領域創成科学研究科

多様性が失われることのリスク
—絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存法改正を事例に—

P-9 伊川 美保 京都大学大学院

感情ヒューリスティックに基づくリスク認知： ニューメラシーと批判的思考態度による抑制効果

P-10 頭士 泰之 産業技術総合研究所

室内製品暴露評価ツール(ICET)を用いた日常生活における暴露評価ケーススタディ　- 難燃
剤を事例として -

P-11 小林 麻衣子 明治大学危機管理研究センター

首都圏在勤女性の防災行動に関する研究①東日本大震災の経験から

P-12 小林 麻衣子 明治大学危機管理研究センター

首都圏在勤女性の防災行動に関する研究②帰宅困難経験とその後の防災対策

P-13 轟 晃成 大阪大学大学院工学研究科

仮想都市における新製品普及のマテリアルフロー・ストックに由来する化学物質のリスク評価
方法の検討

P-14 川島 洋人 秋田県立大学

炭素安定同位体比を用いたマラソン乳剤の異同識別

P-15 飯野 麻里 北海道大学

補償の交換フレームが忌避施設の受容に及ぼす効果

P-16 竹沢 弘輝 パナソニック株式会社

樹脂製品からの規制化学物質の経皮・吸入暴露量評価手法の検討

P-17 渡邉 優香 九州大学

原子力関連専攻学生のリスク受容度について

P-18 岡部 康成 帯広畜産大学

原子力発電の社会的受容における原子力関連施設就労者と大学生の比較

P-19 鈴木 聡 福島県環境創造センター

福島県の水環境における現状の課題認識と傾向

P-20 藤岡 勝之 大阪大学

DALYsを用いたリスク評価手法における用量反応推定に利用可能な毒性指標種の拡大へ向
けた考察

P-21 吉増 純弥 大阪大学大学院工学研究科環境・エネルギー工学専攻

蛍光灯を比較対象としたLED導入によるヒト健康リスクの評価

P-22 高橋 蓮 京都大学大学院

ヘモグロビンタンパクを用いた付加体の同定
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P-23 堀本 祥平 大阪大学

有害性及び排出・曝露特性に基づく   優先評価化学物質分類のための主成分分析

P-24 長屋 太樹 京都大学工学研究科

ICP-MS気体試料導入装置を用いた製品中ナノマテリアルに対する曝露評価法の開発
Exposure Assessment Method for Products Containing Nanomaterials Using Gas Sample
Introduction System for ICP-MS

P-25 佐田谷 典郎 京都大学大学院工学研究科

ステンレス溶接ヒュームの粒径別元素分析と曝露評価

P-26 豊田　真弘 大阪大学

地震災害時の給水停止リスクに備えた化学物質流出防止策の評価：淀川水系を対象として

P-27 Antoine Francis OBAME NGUEMA

Graduate School of Engineering Osaka University

Occupational exposure and strategy reduction of benzene in oil storage and distribution
facility: case of Gabon oil storage and distribution facility


